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施設名

演題名
日常生活における生活改善と睡眠の質の向上

～セロトニンからメラトニンへ大変身～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

当施設では、昨年の12月22日より見守り介護ロボットaamsを導入した事により、夜間の睡眠状況を把握でき
るようになったことから、眠れていないご入居者がいる事に着目しました。幸せホルモンと夜間睡眠の関係に
注目し、睡眠不足が引き起こす健康リスクや生活の質の低下などの影響を考慮しこのテーマを選定。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 6

磯貝　忍 ケアワーカーリーダー名
（職種）

回

活動期間
事務

管理栄養士

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　対象者13名の睡眠の質

（目標値）　令和6年6月までに全員の睡眠の質が向上できている

対策実施前に説明パンフレットを配布
対策の実施①　散歩・日光浴
対策の実施②　リズム体操
対策の実施③　口腔体操
対策の実施④　人との交流

（実施前）　1ヶ月間で夜間帯によく眠れていない日数が半分以上であった。

（実施後）　3ヶ月で眠れていない日数を減らす事ができた。

標準化：散歩・日光浴・リズム体操・口腔体操は、幸せホルモンを出すために毎日当日の担当者が実施。
管理：標準化項目を定着させるために当日の夕方にリーダーが各部署で実施状況の確認をする。
教育：夜間睡眠の質を下げない為に教育委員会が3ヶ月に1回、対策の実施状況を確認。
　　　　出来ていない場合は、再認識の為LINE WORKSなどを使用し周知徹底する。

石井
いしい

　宏明
ひろあき

　（介護福祉士）ライフケアガーデン湘南

①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

①診療部門

ケアマネージャー

増田　智彦

佐藤　優子

赤嶺　由美

2024年1月　～　6月

取り組種別 施策実行型

関　誠二　（介護福祉士）

小園　鮎佳

山岸　章 介護福祉士

細田　ゆい 介護福祉士

須田　まゆみ 看護師

介護福祉士

介護福祉士石井　宏明

越智　司 介護福祉士

看護師

Serotonin　Shine　Night
　せろとにん　　　しゃいん　　ないと

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動 関　誠二








